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熱線再帰フィルムと一般的な遮熱フィルムの構造比較

注意事項

※1 JIS A5759に準拠した全光線の日射透過率と日射反射率を基に、波長帯域780～2,500㎜の重価係数を積分し
たものを1として、近赤外線透過率と近赤外線反射率を計算し、近赤外線ブロック率として算出。フィルム貼付
したガラスの赤外線吸収による再放射も含んだ値。

※2 JIS A5759に準拠。

熱割れについて
熱線反射フィルムを貼ると、ガラスの日射熱吸収率が高まるためにガラスの「熱割れ」が発生す
る場合があります。施工前に必ずお問い合わせください。

虹彩現象について
フィルムに対する室内の蛍光灯や太陽の光の当たり方によって、フィルム表面に虹色の模様
（虹彩現象）が見えることがあります。これは、フィルムの表面にあるハードコート層での光の干
渉によるもので、フィルムや施工の不具合によるものではありません。

輝線について
フィルムに直射日光が当たると、フィルム上に下の写真のような明るい線（輝線）が見えること
があります。これは、フィルムの内部構造によるものであり、フィルムや施工の不具合によるも
のではありません。

ダブルビジョンについて
日中、室内より屋外を見たときに、像が二重に見えたり、虹が掛かっているように見えることが
あります。夜間においても、屋外の照明が多重に見えたり、室内の照明が映り込む現象が見える
ことがあります。これは、フィルムの内部構造によるもので、フィルムや施工の不具合によるもの
ではありません。

「熱線再帰フィルム」付きガラスの透過日射量は、透明フロートガラスのみの
約半分にまで減ることが確認され、特に室内に侵入する近赤外線を約70%、
紫外線も99.5%カットしており、室内の熱環境の改善に貢献できます。
また可視光線透過率68%により、明るい室内を実現します。

下図は「熱線再帰フィルム」と一般的な遮熱フィルムの構造による熱反射の
違いを示したものです。
一般的な遮熱フィルムが熱線を下方向に反射するのに比べ、
「熱線再帰フィルム」は特殊構造により熱線を太陽に向けて反射します。
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上記値は、透明フロートガラス（厚さ3㎜）に貼付した場合の実測値。
JIS A5759による光学特性は標準の入射角で測定。
実際の太陽光は斜めから入射するため、光学特性は異なる場合があります。
※1 フィルムを鉛直に配置し、近赤外線を上方60度より入射した際に、水平面より上方に反射した近赤外線を測定
し、JIS A5759に基づく重価係数を掛けて算出。

※2 日差しの暑さを遮る効果を見る指標。
※3 フィルムを貼り付けた透明フロートガラスの断熱性能を見る指標。

熱線再帰フィルムの性能
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夏の街なかの歩行者が受ける熱

環境省ホームページ、熱中予防サイトより抜粋
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人が感じる熱さについて

人が夏の街なかで熱く感じるのは気温が高いからだけではありません。気温に
加え、周りの建物・道路などからの熱も受けるためです。太陽から直接受ける日射
も大きいのですが、全体の約６割は路面や壁面からの熱といわれています。
つまり、街なかでは反射を含めた日射を押さえつつ、建物や路面があらかじめ
熱をもたないように対策することが重要なのです。


